職務経歴書
        		20ｘｘ年ｘ月ｘ日現在
氏名：●●　●●

■　職務概要
	大手監査法人および財務アドバイザリーファームにて、M&Aアドバイザリー、財務デューデリジェンス、バリュエーション、事業再生、資本政策立案、IFRS／US GAAP導入支援などに一貫して従事。
製造・IT・消費財・不動産・金融など多様な業界に対し、三表連動モデル構築や投資採算分析（DCF/NPV/IRR）、資本コストの見直し、資金調達ストラクチャー設計をリードし、ROICやNet Debt/EBITDAの改善を通じて企業価値向上に貢献。



■　職務経歴
勤務先名：○○財務コンサルティング株式会社　　　　　　　　　　　　　　（勤務期間：20〇〇社年ｘ月～現在）
◆事業内容：M&Aアドバイザリー／財務デューデリジェンス／事業再生支援／財務戦略・資本政策コンサルティング　など
◆資本金：ｘｘｘ百万円　　　　　◆売上高：ｘｘ百万円　　　　　◆従業員数：ｘｘ名
	期間
	業務内容

	20〇年ｘ月
　　　～
現在


	部署名：コーポレートファイナンス＆リストラクチャリング本部
　　　　　　　　

	
	【担当職務】　
・企業グループの財務構造と資本政策を見直し、ROICや株主還元指標の改善につながる資本配分・調達戦略を設計・推進。

・M&Aを軸とした事業ポートフォリオの再編を構想し、価値評価とスキーム形成を一貫してリード。
・企業価値ドライバーとリスク要因を可視化する財務分析フレームを構築し、投資判断・資本政策の意思決定に必要な定量分析を提供。

・再生局面における事業・財務の再設計を担い、利害関係者との合意形成を通じて持続的な財務基盤を確立。
・グローバル基準を踏まえた会計ガバナンスを再構築し、財務情報の透明性と一貫性を向上。
・財務モデルと評価フレームを体系化し、組織としての分析力・再現性を高める基盤を整備。
・多様なステークホルダーを横断的に束ね、財務視点を核とした経営レベルの合意形成を主導。




■　保有資格・スキル
  公認会計士／USCPA／証券アナリスト（いずれか保有の場合） 
  税理士（科目合格を含む／保有している場合） 
  財務モデリング（三表連動モデル・DCF・LBOモデル等） 
  M&Aアドバイザリー／財務デューデリジェンス／バリュエーション 
  事業再生・リストラクチャリング（事業計画策定・金融機関折衝） 
  IFRS／US GAAP導入支援、会計基準変更対応 
  PM／PMO・ステークホルダーマネジメント 
  英語（ビジネス会話・会議ファシリテーション／TOEIC ○○○点）
■　自己PR
監査法人での会計監査・内部統制評価、事業会社での経理・財務・経営企画、財務アドバイザリーファームでのM&A・再生案件を一貫して経験してきました。そのため、「数字を作る側」と「数字を評価する側」両方の視点から、財務戦略・M&A・再生を設計できる点が強みです。
M&A・再生案件では、財務DD・バリュエーションだけでなく、三表連動モデルを用いたシナリオ分析と金融機関との交渉方針の整理を主導し、複数案件でNet Debt/EBITDAの改善、コベナンツの再設定、資金繰り安定化に貢献してきました。
また、IFRS導入プロジェクトでは、会計論点整理から影響額試算、開示方針の策定までをリードし、グループ全体での統一的な会計方針運用を実現。今後も、「財務」を軸に企業価値向上・事業再生にコミットするパートナーとして、貴社のCFOアジェンダの実現に寄与したいと考えています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
